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な利用の方式を確立し，一・万では縫菜共同組紋としての

トラクク【，コンノくイ／利用グループの育成等と併せ枚

討し，一貫した近代化由完結宮の体系を確立することが

望まれる．

機械化栽培における枕地利用方式に関する実験

川　村　五郎

（東　北　農　試）

1．　ま　え　が　き

トラクター・作業では圃場の両端に枕地を必馨とするが，

枕地の利用については，空地とするか，車輪による傷害

が比軟的少い牧草を作付るか，或いは閲もiと同じ作物を

作付する方法等がある．しかし空地にした場合は，雑草

が発生して除草労力を必要とし，又牧草化しても収穫遊

粒が人力に依存し好ましくない．同一作物を栽培しても

皐精による損傷によって良好な生育，収量が期待出来な

い等の間島がある．したがって本実験は枕地の利用法に

対する資料を得るために，圃場内縁部と同一作物を枕地

にも栽培してその作業法，作物に対する損傷，生育収量，

労力の4点について検討を行ったのでその概馨を報告す

る．

2．　方　　　　法

1　供試開場：東北農試圃場（洪秩火山灰士）

2　面積と形状：30a（縦75m×横40仇）の整

形

3　供試作物と桝種概要（第1表）

4　供試トラクター：77モールカブトラククー

（9．巧Pg）とその附属作業機，タイヤ規格～前輪4

－12，後輪6－24，管理作業機（中桝，培土）

はトラクターの下腹部に装架し，カルチベ一一クーは

1瞳式を供試した．

5　検討の方法：対照区を設けず，第1図のようを－

園場内で実験を行い，同圃場を枕地区（図A CEF）

と正状区（図月巨F BI））とに区分して比較検討した．

る．　結集と考集

1　作物の生育経過

播種後，雌穂抽出期ほでは生育が頂調であった．これ

は日照，平均気温等が平年よ少高かったこと等のためと

思われる．しかし生殖成長期に至ると，降水量が時期的

にむらがあカ，結実に好条件とは云えなかった．特に8

月下旬は強風多雨のため約20痴‾前後倒伏した．倒伏は

正状区の方に多くみられた．生育結果は第2表，第3表，

第2図に示したとう少である．生育の前半は草丈乗数と

もに枕地区が若干まさ少，後半に至ってやゝ劣る偏向を

しめした．この原因は明らかではない．

2　作業

作業結果は第4表のとう少である，すなわち収軽作業

前号では一部の作業を除き，全て機械化一貫作業を行っ

た．しかし第3匡lでしめしたようなトラクター【作業の不

可能を残地を生じ，整地以後の鎧種及び管理作業は人力

で稲光作美を行った．（枕地区）その人力補充作業は多

くなく延79分（108当少）で済み，招種作業と第2，

第3回の中桝，培土で約92感をしめた．更に作美の設

易を計る一つの指標として第5表忙しめした回行時間を

検討した結果，作業機の種類，圃場条件，運転者の技能

の佼劣等によって回行時間が規制されるが，閲場外の回

行に比べ枕地区の場合1．3～え4倍を要し作業の困難さ

をしめした．枕地区における描種管理作業は，第4図の

ように回行後，いったん前進して規定の蛙にトラクター

をあわせ，バックによって畦頭上少作真言を行う方法をと

った．

3　作物への損傷（敵軍）

作物が発芽後管理作業時に，トラクターー車輪（前後），

作業機によって損傷をうける．第1回から第3回日の中

桝作業と，培土作業についての損傷，再生について検討

した結果

q）損傷について

トラクター作業によって作物に与える損傷状況は第6

表のような結果であった．第1回の中尉時の損傷率が最

も低く24多忙とどま少，第2回，第3回，培土作美に

なると損傷率が2倍強に増加する傾向をしめした．

被害距艇は第1回目の中耕から培土まで同じ傾向をし

めし約3，乃である．供試されたトラクターは，2，4の

項でふれた装着様式をとっているので回行距離は約3桝

ですんだが，後衷型のホイルトラクターでは若干長くな
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るものと思われる．

作物の生育が進むにつれて損傷率も高くなるので損傷

を最少にとどめる作業方法（特に回行方法）を改めて検

討する必安がある．

位）再生について

田でトラクター作美による損傷状況をみたが，その後

の回復程度を第7表に示した．第．2回日の中桝直前に再

生訴査を行った結果によると，第1回目の中桝によって

うけた被害株の66車が完全に回復し，a5努が枯死及

び不良株（回復不可能）である．垂菜の萎縮，或いは変

色したものは漸次回復しその後の生育には甚だしい影彰

がないものと判断された・枯死及び不良個体を除けば，

不健全ではあるが，この期の再生率は97努弱に達し，

更に第8回目の中耕並びに培土の時拗にをると再生の度

合が下少，被害に対して35～42帝が枯死又は不良の

状態をまねいた，

培土時の再生率は約14多第3回目■の中耕よカ上まっ

ている・このことは第3回申桝の際の損傷が大きく，且

つ枯死又は不良株が42多にもかよんだことと，前3回

の作業時工少栽植株数が淡少したこと，したがってトラ

クター作業を容易に（特に国行時）ならしめたことも影

響しこのようを結果を生じたものと考えられる．

以上の検討から損傷率は全作業期間を通じて50努軌

再生率は50－60車前後である．なお収穫時の栽槌株

数は，1秒当棲準株数のa7本に対して枕地区はえ4本

で65多であった・したがって栽相株数の泣少分を考慮

して厚指の栽柏様式をとることがのぞましい．

第1表　耕種硫安

4．収　量

主要形質及び収量は第8表，9表のような結果で両者

共に枕地区がよく収量が低下しなかった．

a当り扶算で子実重は正状区に対して秋地区は25痴

多く，主要形質でも前長，稗長，帝大では若干劣るが，
他の形質はまきっている．

枕地区の良好な理由は，圃場周辺で踪興にめぐまれた

ことと，風雨冒による倒伏がなかった等の好条件によっ

たものと考えられる．

4．　要　　　　約

1・圃場内でトラクター▲が回行した場合の作業法，作

物に対する損傷，労力，生育収量を検討した．

之　人力の補充作美は主に揖程，管理作業に必要とし

たが，その所要時間は多くなレ，（10a当延79分）

a　作物の傷害は，生育が進むにつれて増加するが，

その回復率は比較的高く，収極暗にかいては標準栽植株

数に対して65啓であった．

4・トラクク・－が同行のために作物に彼書を与える距

離は約3mであった・このトラクターは作三三機を下腹部

に装架するために回行距離は短い．加Pg程藍のトラク

ターでは若干長くなるものと思われる．

昆　枕地区は圃場周辺で，採光等の好条件にめぐまれ

た関係もあって栽構株数は減少したが比較的収量は正状
区の収量に比較し低下しなかった．

6　本夷験の結果，厚抱と回行方法に留意し，更に人

力補充作業を組合せることによって枕地を裁きをい土地

の利用方式が可能と思われる．

栽湛密度朋品　 種
指種量

（a 当） 瞳　 巾 挟　 間 N 旦軋」L 旦 0

0 ．9 0 0 ．（箔 a X ）．0

黄 色

テ ン ト

　 K y

0 ．王ら

※ 1

9 0 ．0 卦 ．0

※1．・針粒点描後1本立
※a　追肥成分を含む

第2表　生育経過表

官
播　 種　 期 発　 芽　 期

雄　 穏
抽 出 始

雄　 穂
抽 出 期

絹　 糸
抽 出 始

絹　 糸
抽 出 期

成　 黙　 期

両　 区 5月9 日 5月2 2 日 7 月2 3 日 7 月2 9 日 7月2 8 日 8 月4 日 1 0 月2 日

第 3 表　 生 育 詭 査 表

鱒 軸 期

区 項 目
一ヽ

正 状 区

海 1

第 1 回 申 耕 伍．盟 ） 第 2 回 申 糾 （6．5） 第 3 回 申 耕 終．18） 培 土 （6 ．2 7 ） 堵 土 （7 ．2 8 ）

草 丈 虎 菜 数 （棄 ）草　 丈 乗　 数 草　 丈 乗　 数 草　 丈 乗　 数 草　 丈　 禁　 教

5 ．94 2 ．（裕 述 ．02 4 ．62 5 3．8 1 6 ．m 77 ．亜 7．％ 】5 1．16 ］は．◎

枕 地 区　淡 2
5．94 二．鴨 盟 ．謀） 4．8 6 58 ．35 6 ．71 7 1 ．9 8 7 ．ま） 望B ．9 3 11 ．g）

淡1。対角線1瞳おきに2個体づつ部個体任意抽出に上る調査．

添2．鳳場lIn内直線上劇症劇個体任意抽出に上る調査．
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第　4表　作業調査表

装月 日は 完 完 ‾作　　 業 作 業 時 聞 く分） l染 燃 料

l消 臭 量 協

ト　ラ ク　 タ　ー 作

晶成 員 数 トラクターー 人 面 積 （卿）所 要 時 間

4．16　　 ◎ 2 ．0 親）．0 1併）．0 2．7 6．1 U．

4．17 ◎ 2 ．0 11．0 52 ．0 0 ．2 11．9 0．
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16 ．
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6 ．…箋 ∃ ◎
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1．0
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4．5

1．0

2．0

1．0

15．0

二虚．0

鳥 ：E

l 鉱 1．6

】 乱 0

鳥 ：…

1．0

1．4

19．0

19 ．0

25．0 1．5 19 ．0 17．
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9 ．2 4
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l ◎

l

l

l ◎

1．0
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3．5
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】 13・0

諮．6

l lO．0
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1．7

0 ．2

19．0 2 1．

l
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追
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土
種
圧
①
播
草
②
肥
③

排
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桝
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弓

培　　　　土

人力除草（錬）

刈取島立
採取遠搬
格　　　納

計

菜不可能部分
作美処理法

人力1人（7オーク師）

′　　　スコップ

人力2人（1人が鍬で

6　惟立，1人が施肥拓種

2人で宅蔓土，踏圧）

人力1人（ホ一便用）

71人力2人（酎耕）

6㌦（り
ol∫　（鍬で培土）

採楓人力

◎　トラクター使用

象　燃料消費量は農機具第1研究室（現農技機械化作業第2研究皇）にわける既往の実験成績よめ
推定

第5表　トラクターー作業様式と回行

作 業　 名 作　　 業　　 機
ギヤ ー

位 置

作業 方法
国　 行　 時　 間 （秒 ） 圃 場 外

枕 地 区枕　 地　 区 圃 場　 外

厩 肥 散布

石 灰 〝

桝 起

マ ニ アス プ レ ツダ ー

ライ ム ソ7 －

リバーシブノレプラウ

2 速

2 〝

l 寸

外 拳 法

〝

折 返 し法 盟．6

45．1

14 ．8 　 0 ．讃）

l

l

砕　 士

均　 士

デス ク ハ ロ ー

ツ ー－スノヽ ロ ー

1 〃

2　 〝

外 巻 法　〝

播 種

転 圧

中 耕 即

コ ン プ ラ ンス 2 〝

2 〝

1 〝

折 返 し法

はか 別 法

〝

為．4 「　　 0 ・飴

ロ ー フ ー

カノレチベ ー タ －
三5 ．3 0．79

〝　 ∽ 〝 2　　 〝 〝 2）．8

〝　 伊 〝 2　　 〝 〝 釦．5

培　　 土 培 土 板 付 1　 〝 〝 36．2

第6表　トラクー作業による作物損傷状態

被 害

距 離
総 本 数

無 ‾‾‾損

傷 数

抗　 傷　 本　 数 （本）

計

無 損

傷 率 努倒　 伏 切　 損 切　 断

　 Cれ
三氾5．5

Ⅷ 否 　 本
5ま）．0 105．0 防 ．0 0 170 ．0 76．1

2 72．9 46 1．0 219 ，0 16 7．0 49 ．0 怨 ．0 245 ．0 47．1

．王B l．3 4髄．0 19 5．0 9 5．0 98 ．0 斑）．0
！g 札 0

41．7

3jB ．3 416．0 1沼．0 113．0 偲 ．0 77．0 皿 ．0 44．0

盟8．2 5 14．3 払 1．0 1皿．0 63．8 46．5 望軋 3 52．1

「訂‾盲‾

1 4 ．7 9 ．2 0

3 6 ．0 1 0 ．6 6 ．3

2 0 ．3 ま）．9 1 7 ．1

訂 ．2 1 0 ．8 1 8 ．5

l　 一 ●
1 2 ．8 10 ．5

・　この数値は供試圃場の被害距離内44畦の合計及び平均値から算出

■
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第7表　トラクター作業による被害株の再生状況

105

前トラクタ

一作業時の

誠査時点の被害本差潮

重　来 茎　葉 枯死及
計被害本執勾 萎　縮 変　色 不　 良

垂‾壷「

L墾＿壁．

枯 死 及

不 良
言十 鎚　 全 不 盤 全

3 ．5 3 4．1 65 ．9 30．6

9 ．0 33 ．5 （軋 5 l1 24．5

4 1．8 Q ）．8 瀞．2 15 ．0

■　 35 ．2 46 ．8 53 ．2 11，6

1m ．0 4 1．0 1 1．0 6．0 58．0 24．1

別5 ．0 43．0 17．0 盟．0 82．0 17 ．6

三好3．0 44 ．0 8．0 114 ．0 166．0 16 ．1

233．0 l 】打．0 0 紀 ．0 1（沿．0 11．6

某　再生率（蝕全ト・・…トラクター・作業時に損傷をうけたが，
〝　（不健全）…　　〝　　　〝

第8表　完熟期における主賓形質

区 項 已 全　　 長 稗　　 長 姐際 樺 太

正 状 区
ぐ椚 仁万l 飯
305．4 25 5．7 2．馳

枕 地 区 ：左7．4 鋤 ．3 2 ．42

3 ．5

し．0

4 1 ．8

！ 盗 ．2

その後完全に回役したもの
をうけ，損傷が以っておるが，漸次回復出来るもの．

着 穂　高 雌 穂　長 雌 増　産

亡珊 亡n

1騒 ．0 旭 ．8

1王盗 ．7 B l ．2

・正常区の場合は圃場対角線上から（邑0所〉く89，乃＝1ブロック）5ヶ所・枕地区は
被害距胎内（幸3・0柄）41個体，抽出して柳定

第9表　収壷調査表

＝項 目 a　 当 （叫 子　 実 子　 実 子　 実 精　 粒

区 全　 量 雌 植 毛 子 実 重 容 量 協 1彪重妙 千 粒 呈 歩 台 膠

生 状 区 175．2 防．2 41．3 62．6 億）．4 4≡B．8 70．4

枕 地 区 遁5．6 74．6 51．6 紀．3 62 7．3 甜）．0 閃．5

▲　　　　　　 舷　　　　　 乳　　　　　　　　 セ
玖

超寧
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左
第1園　試験圃場図

第2図　革 丈
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第3囲トラクター作美不可能部分（模式図）

第4図　回行方法

噂　密作‾策


